
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 
 

 

          

北陸ブロックキャラバンは、8月8日福井から、9日富山、新潟と長距離を移動して、各県代表者が相互に乗り入れる形で全国私教連とともに要

請行動をおこないました（石川は8月4日に実施）。 

 福井では、6人という人数制限のため前後半入替制にして、OGの大学生や現役高校生も参加。経常費助成配分方式やタブレット端末の実情な

どに対して、「私の娘も私立高校生」と言う課長が身を乗り出して聞き入る場面もあり、予定を超えた80分間の懇談となりました。富山では父母

も含めて9人が参加し、それぞれの立場から私学助成の必要性を訴えました。 

 北陸4県で唯一県単助成がない新潟では、キャラバンの各県代表に父母の代表が加わった要請団とともに、県内各校から20人の教職員が県庁

に集結、要請と同時に炎天下の県庁前で横断幕を広げてスタンディングアピール行動をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国私私学助成をすすめる会  

No.8  2022年8月19日（金） 

 

 

 

 

  

（左）新潟日報 

（右）北日本新聞 

いずれも8月10日付 


